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日々のくらしにもっと安全安心を！

・マイナ救急が始まっています
・「生成AI×がん相談サービス」開始
・小型充電式電池（リチウムイオン電池等）の収集開始

　「マイナ救急」とは、救急隊員が傷病者のマイナ保険証（健康保険証として利用
登録されたマイナンバーカード）を活用し、病院選定などに役立つ医療情報を確認
できる仕組みです。しかし、実際には救急搬送された方の約半数がカードを携帯
しておらず、情報が閲覧できないケースが課題となっています。
万が一の救急搬送に備え、日頃からマイナ保険証を携帯しておくことが大切です。

　「もしも手帳」は、「もしも治らない病気になったら」「もしも自分の気持ちを伝えられなく
なったら」という時に備えて、自分の希望や想いを整理できる手帳です。手帳と一緒に、緊急
連絡先やかかりつけ医・薬局等の情報が記入できる「救急あんしんカード」と手帳カバーも
セットで配布されています。カバーにはお薬手帳や診察券、マイナ保険証も一緒に収納可能
です。もしもの時にも、本人の情報や希望がすぐに伝わり、迅速で適切な医療対応につながり
ます。ご自身や大切な方の“もしも”に備えて、身近な場所でぜひお受け取りください。

「二井くみよ事務所」で
お取り寄せもいたします

045-654-4497

横浜市でも今年10月から「マイナ救急」が始まっています！

“もしも”の時に備えて̶̶
マイナ保険証と『もしも手帳』をセットで携帯！
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情報の閲覧は本人の同意を得て行いますが、意識がないなど同意を得ることが困難、かつ、生命・身体の保護が必要な場合は

同意を得ずに閲覧することがあります。

救急あんしんカード

診察券

マイナ保険証

おくすり手帳

もしも手帳

手帳カバー
収納
イメージ

・区役所高齢・障害支援課
・地域ケアプラザ
・在宅医療連携拠点
・一部の薬局・病院・診療所
・市内「ほけんの窓口」直営店

配
布
場
所

実
施
内
容

お気軽に
ご連絡ください！

【閲覧する主な情報】

○氏名、生年月日、住所

○受診歴

○薬剤情報

○診療実績（手術）

○特定検診情報 など
①傷病者が情報

   閲覧に同意する

②マイナンバー

   カードを読み取る

③隊員が医療情報

   を閲覧する

④より適切な処置や

   搬送先医療機関の

   選定につながる

手のひらサイズで軽量。

マイナ保険証を入れて携帯しても

苦になりません。
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◆1982年９月６日生まれ ◆千葉大学法政経学部卒業
◆国会議員秘書（13年間）～民間会社勤務
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◆行政書士（神奈川県行政書士会所属・公益社団法人コスモス成年後見サポートセンター会員）

二井くみよ プロフィール

是非ご登録・ご覧ください！

＜HPはこちら＞

「生成 AI×がん相談サービス（ランタン）」が始まっています！

受けよう、がん検診  ～安心のきっかけに～

リチウムイオン電池等の収集が始まりました！

　がんと診断された方やご家族の中には、「どこに相談すればよいかわからない」「情報が多すぎて何を信じていいの
か不安」という声が多くあります。こうした課題に対応するため、横浜市では生成AIを活用した相談サービスの実証
を開始しました。（自治体として日本初！）
　AIが信頼できる医療情報をもとに質問に答えるもので、スマートフォンやPCから24時間いつでも、どこでも、
何回でも匿名で相談可能です。専門的な知識がなくても、自分に合った正確な情報を得ることができます。がんと
向き合う誰もが、安心して療養を続けられる環境づくりを進めてまいります。

　がんは横浜市民の死亡原因の第１位です。自覚症状がないまま
進行することもあるため、がんの治癒には早期発見・早期治療が
なによりも大切です。

注
意

（横浜市 HPより）

（横浜市 HPより）

（横浜市 HPより）

これまでは…

Lantern-AIを使うと…

予約方法

●治療や薬の説明が専門的すぎて、理解できず不安に
●がん相談支援センターの存在を知らず、相談機会を逃している
●診察時に何を質問してよいかわからず情報収集を自己責任で行う必要がある

●正しい情報を伝えて、専門用語をわかりやすく解説し、自分のペースで
の理解を可能に

●がん相談支援センターの情報も案内するため利用促進につながる
●ランタンで、質問の仕方を相談できる

受けたい健診と医療機関
を決めて、予約をします

「ランタン」活用のメリット＜患者・家族＞

詳細は
こちら

詳細はこちら▶

週２回の燃やすごみの収集日
に「電池類」として 一つの袋 で
出してください

家庭から出る
すべての電池類が
対象です

充電して繰り返し使用できるもの
〈例〉モバイルバッテリー、
        電動自転車のバッテリー

乾電池

コイン電池

ボタン電池

リチウムイオン電池等
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※可能な限り電池を使い切って、テープ等で絶縁をしてください。
※バッテリーの取り外せない小型家電（手持ち扇風機、携帯ゲーム機など）は、同じ日に 別の袋 でお出しください。
※膨張・破損したリチウムイオン電池、ポータブル電源は集積場所に出さないでください。

あなた自身 
そして大切な人のために
定期的にがん検診を
受けましょう

AI搭載
対話型相談サービス
「ランタン」

の詳細はこちらから！


